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山梨県韮崎市は、市内を流れる釜無川 と塩川によつて作 りあげられた特徴的な地形

をもち、多くの遺跡を包蔵する場所であります。なかでも、戦国武将武田勝頼の城で

ある新府城跡は、国史跡に指定され、現在保存整備事業を行つております。そして、

同じく武田氏の要害とされる白山城跡も、人々に久しく歴史を語 りつづけ、今年度新

たに国史跡に指定されております。

また、縄文時代の集落遺跡である坂井遺跡は、志村滝蔵氏 とご子息富三氏の多大な

るご尽力により調査、保存されてきた遺跡であります。氏による調査から七十余年が

経つ現在でもなお、考古学界における遺跡の評価は高く、その成果を常に担つて来 ら

れた両氏の功績ははかり知れないものであります。

こうしたなか、韮崎市では県営圃場整備・宅地開発・店舗開発事業等により、新た

に多くの地点で遺跡の有無確認を行っております。本報告は、平成12年度に行われた

遺跡の有無確認調査についてまとめたものであります。遺跡包蔵地に該当する地点、

および該当しない地点について、それぞれに点と点を線に結び、あるいは平面的広が

りとして把握すべく、本報告を刊行いたしました。また本年度、市内全域について分

布調査を行い、遺跡包蔵地の範囲確認を行っております。本報告は、こうした分布調

査に加え、我々の先人の生活 とその歴史がいかに展開されていたかを知る一助 となれ

ばと願っております。

最後に、遺跡の有無確認調査ならびに報告書作成にともない、多大なるご理解 とご

尽力を賜つた関係諸機関および皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 上3年 3月 30日

韮崎市教育委員会

教育長 輿 石  薫



例   言

1 本書は、山梨県韮崎市において平成12年度に行われた、開発に伴 う事前調査 (遺

跡の有無確認調査)報告書である。

2 各遺跡の名称は、小学名を採用 した。

3 有無確認調査および発掘調査、その整理作業および報告書作成にかかわる業務は

韮崎市教育委員会がおこなった。また、報告書作成に関しては、秋山圭子氏の協力

を得た。

4凡 例

①遺跡位置図における遺跡の番号は、任意につけたものである。

②有無確認調査実施地一覧表について

・面積の単位はm2で ぁる。

・紙面の都合上、遺跡の有無は「有無」、発掘調査は「発掘」、測量調査は「測

量」、保護協定締結は「協定」と省略した。

③縮尺は、有無確認調査実施地位置図については挿図内に示 した。また各遺跡

ごとの位置図については50000分 の 1に統一した。

5 遺跡の有無確認調査および発掘調査にあたつては、多くの方々にご指導とご理解・

ご協力をいただいた。紙面の者[合上御芳名を挙げることは避けるが、厚 く御礼を申

し上げる次第である。

6 発掘調査によつて出上した遺物および報告資料は、韮崎市教育委員会において保

管している。

調 査 組 織

1 有無確認調査主体  韮崎市教育委員会

2 有無確認調査担当  山下 孝司 。閏間 俊明 (韮崎市教育委員会社会教育課 )

3 発 掘 調 査 主 体  韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

4 事 務 局 (韮崎市教育委員会社会教育課)

教 育 長 輿石  薫

課  長 真壁 静夫

課長補佐 下村 貞俊

係  長 大木  純

斎藤  進
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第 1章 事業の概要

平成12年度 埋蔵文化財有無確認調査 実施地位置図
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2 平成12年度 埋蔵文化財有無確認調査 実施地一覧

No 所在地 他 開発目的 面積 有無 備考
1 大草町上條東割字神明前6-1 4 個人住宅建設 笠

（
2 龍岡町下條東割892-1 個人住宅建設 笠

〔
3 穴山町字台ヒ見城3882 建物新築 808 笠

（
4 龍岡町下條南割字北原1053-25 個人住宅建設 240 鉦

（
5 藤井町南下条518-4 2 建物新築 927 笠

〔
6 穏 坂 阿三 之蔵 写金 山5284 1 個人住宅建設 無

7 若宮3丁 目1016 個人住宅建設 150 鉦
ト

8 旭町上條中割字穴田391 1 個人住宅建設 785 笠
〔

9 穏 坂 阿 冨久保 1155い 1 1 建物新築 笠
〔

10 穴 山HJ夏 目4059-3 1 個人住宅建設 479 鉦
（

大草町上條東割字丸山東1525-3 個人住宅建設 487 盤
〔

12 騒 井 町駒 井 早砂 冨神 3060-2 1 個人住宅建設 缶
（

13 ―ツ谷 1739-3 1 個人住宅建設 496 無

14 中島2丁 目2843-1 1 個人住宅建設 473 無

15 岩宮1丁 目413-1 個人住宅建設 158 笠
〔

16 青目岡町下條難 」705 2 個人住宅建設 笠
〔

17 若宮3丁 目845-2 3 店舗建設 364 無

18 大 軍 町下條 中署J41 個人住宅建設 100 有 下馬城遺跡 (発掘)

19 藤井町北下条字山本 1811-1 7 個人住宅建設 595 笠
（

20 穴山町字重久6108-1 個人住宅建設 542 鉦
〔

21 寵 岡阿看 尾 新 田写海 老 島 143-2 個人住宅建設 伍
〔

22 中田町中條字西町839-1 個人住宅建設 572 笠
ト

23 神山町北宮地字,可原谷下38-1 個人住宅建設 388 鶴
（

24 穴山町字重久6636 個人住宅建設 403 笠
〔

25 穴山町字次第窪5187-4 個人住宅建設 496 盤
（

26 穴山町字次第窪5187-3 個人住宅建設 406 無

27 旭町上條北割字築地504 1 工場新築 1225 伍
〔

28 旭町上條南割字河原石3216-1 4 工場新築 5031 鶴
（

29 円野町上円井字東河原1875 1 個人住宅建設 1046 鉦
〔

30 中島1丁 目2584-1 個人住宅建設 696 笠
【

31 龍岡町下條東割字力石 1354-4 1 個人住宅建設 426 鉦
〔

32 穴山町夏目4059ほか 個人住宅建設 100 能見城跡 (測 量 )

33 肩 習 阿青木 写 東屋 取 1410-1 個人住宅建設 笠
〔

34 大軍町下條中割字丸林 160-1 個人住宅建設 468 鶴
〔

35 神山町鍋山字上小路1946 1 個人住宅建設 1132 鉦
〔

36 中田町中条字後地 1458-2 工場新築 伍
〔

37 穏坂町宮久保字琵琶坂 16卜 2 個人住宅建設 567 盤
（

38 穂坂町三ツ澤字三石3253-3 個人住宅建設 331 無

39 穴山町伊藤窪3222-1 個人住宅建設 306 伍
〔

40 大草町上條東割1525い 4 個人住宅建設 鉦
ト

41 本 町2丁 目2295-1 個人住宅建設 240 伍
〔

42 旭町上條中害J538-4 1 アパー ト建築 無

43 穴山町字伊藤窪3584-5 個人住宅建設 476 鉦
（

44 若宮町933-1 個人住宅建設 162 笠
〔

45 神山町鍋山字釜無河原218-53 7 工場新築 4935 笠
〔

46 富士見1丁 目1708-2 個人住宅建設 190 盤
（

47 神山町鍋山字原753-1 1 個人住宅建設 507 盤
ヽ

48 旭町上條北割字山回2021-1 倉庫建築 笠
〔

49 穂坂町柳平字大木平230-1 個人住宅建設 365 盤
〔

50 中田町中條字榎田507-1 1 個人住宅建設 223 無

51 若宮3丁 目802 3 店舗建設 盤
〔

52 穂坂町三ツ澤字中坊来石775-3 1 工場新築 笠
〔

53 旭町上條中割743-1 3 アパート建築 257 無

54 藤井町坂井字村ノ前614-1 個人住宅建設 900 無 坂井還跡 (確認 )

55 穴山町伊藤窪3427 倉庫建築 笠
〔
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No 所在地 他 開発目的 面積 有 無 備考
56 中田町小田川字馬場820-4 5 個人住宅建設 594 笠

〔57 穂坂町宮久保字八丁原4079 個人住宅建設 鉦
（58 穂坂町宮久保字芝原畑4175-4 個人住宅建設 笠
〔

59 大草町若尾字竹ノ下432-2 2 個人住宅建設 346 笠
〔60 藤井町駒井字西御門1175 個人住宅建替 673 無

61 藤井町南下条279 2 店舗建設 笠
〔62 旭町上條北割字金山1038-4 個人住宅建設 484 笠
〔

63 藤井町北下条字山本1851-5 1 住宅建設 銀
（64 中田町小田川字屋敷添1487 4 店舗建設 1009 鶴
〔65 藤井町北下条字下横屋1561-7 個人住宅建設 210 笠
〔66 大草町下條中割字下丸林571 1 個人住宅建設 516 笠
〔67 水神 1丁 目4585-5 個人住宅建設 137 無

68 旭町上條北割字桜木1980-31 個人住宅建設 鉦
（69 穂坂町三ツ沢 1825-3 個人住宅建設 496 笠
〔70 穂坂町宮久保6051-1 道路改良工事 235 有 飯米場遺跡 (発掘)

71 本町1丁 目16-19 個人住宅建設 241 鉦
（72 穂坂町柳平字上手平2165-127 個人住宅建設 364 無

73 本貶 丁 目4250… 1 個人住宅建設 169 盤
（74 藤井町南下条395-1 個人住宅建設 鉦
〔75 旭町上條北割字桜木1982-5 4 分譲住宅建設 1547 笠
〔76 藤井町北下条字琵琶塚 1180-29 1 個人住宅建設 347 無

77 神山町鍋山字阿原田669-3 1 個人住宅建設 344 観
〔78 中田町小田川字中道340-1 個人住宅建設 387 笠
（79 藤井町北下条字三宮地3-2 1 個人住宅建設 259 鉦
〔80 穴山町字石水3101 個人住宅建設 290 鉦
〔

81 大草町若尾890-1 個人住宅建設 笠
〔82 龍 岡 Wfr下 条薙 」618-2 個人住宅建設 盤
〔

83 藤井町北下条1876-3 個人住宅建設 鯉
〔84 神山町北宮地915-2 2 個人住宅建設 笠
〔85 旭町上條北割字夏 目原1837-28 3 個人住宅建設 盤
ト

86 穂坂町柳平字新居前1242 建物建設 無

87 藤井町南下条336-2 1 店舗建設 笠
【88 中田町中條789-1 個人住宅建設 鉦
【89 穂坂町宮久保字前原690 個人住宅建設 無

90 藤井町北下条字下横屋1446-1 1 個人住宅建設 笠
〔

91 円野町入戸野791 個人住宅建設 無

92 中田町中條1770-1 1 店舗建設 盤
〔93 龍岡町若尾新田172 個人住宅建設 伍
〔94 穂坂町三之蔵4296… 1 個人住宅建設 鉦
ト

95 神山町鍋山716…4 個人住宅建設 盤
ヽ96 穂坂町地内 他 パイプライン敷設 鉦
〔

97 大車町下條西割640 個人住宅建設 鉦
〔98 富士見3丁 目2601 個人住宅建設 鉦
〔99 清哲町折居923-1 個人住宅建設 笠
〔

100 大革町上條東割字築地766-5 個人住宅建設 盤
〔

101 旭町上條中割743-3 1 店舗併用住宅 盤
〔102 大草町上條東割字羽根前788 他 公民館建設 無

103 中田町小田川 1335-3 個人住宅建設 笠
〔104 中島 1可

~日
2584-7 個人住宅建設 盤

〔105 大草町上條東割1581 個人住宅建設 笠
〔106 旭町上條南害J3559-9 1 個人住宅建設 鶴
〔

107 清哲町樋 日136 個人住宅建設 銀
【

108 藤井町北下条430… 1 店舗建設 有 上横屋第2遺跡 (発掘・協定)

109 藤井町北下条 85い 1 個人住宅建設 盤
ヽ

110 罷岡町看尾新田1024 個人住宅建設 鉦
〔

藤井町駒井2356 個人住宅建設 鉦
〔

112 中田町小田川字蓬田647-4 個人住宅建設 494 有 蓬田遺跡 (発掘 )
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No 所在地 他 開発目的 面積 有 無 備考

113 藤井町駒井字砂宮神3022 個人住宅建設 120 有 駒井氏館跡 (確認)

114 大草町若尾18 倉庫建築 銀
〔

115 大草町下條西割字下山神923 分譲住宅建設 1036 鉦
【

116 韮崎町岩下字前田1235 1 個人住宅建設 盤
〔

117 藤井町南下条字山影630-1 個人住宅建設 362 無

118 龍岡町下条南割 1152 4 アパート建築 笠
〔

119 神山町北宮地字妻神951 個人住宅建設 756 無

120 穂坂町宮久保字北原3144-1 公園 トイレ設置 盤
（

121 大草町若尾字竹ノ下566 店舗建設 150 盤
〔

122 藤井町北下条字後田296 倉庫建築 665 無

123 穂坂町三ツ沢字新前2572 個人住宅建設 682 鶴
〔

124 大草町下條東割字神明前5-9 1 個人住宅建設 243 舘
〔

125 穴山町下新田7333-1 個人住宅建設 926 笠
〔

126 穂坂町宮久保字上ノ原2312 個人住宅建設 426 盤
〔

127 旭町上條北割字宮下3610 1 個人住宅建設 318 伍
【

128 富士見ヶ丘1丁 目300-3 1 個人住宅建設 389 盤
〔

129 藤井町南下条字山影650-1 2 店舗建設 1941 有 山影遺跡 (協定)

130 神山町鍋山字山田2046-5 個人住宅建設 無

131 穂坂町柳平字大木平165 個人住宅建設 722 無

132 中島2751-1 工場建設 913 盤
〔

133 藤井町北下条 1111-1 個人住宅建設 伍
【

134 龍岡町下條南割字御座田1682-3 個人住宅建設 126 鶴
〔

135 龍岡町下條東割字長塚道下620い 4 1 分譲住宅建設 168 無

136 龍岡町下條東割字長塚道下625-18 分譲住宅建設 131 笠
〔

137 神山町鍋山字山田2046-2 4 個人住宅建設 無

138 神山町鍋山字山田2046-4 個人住宅建設 鯉
〔

139 大草町下條西割字小原857-1 アパート建築 征
〔

140 中田町小田川字中道308 個人住宅建設 128 無

141 旭町上條北割字金山1088-2 個人住宅建設 299 鯉
〔

142 穴山町字宿尻4411ほか 公共施設建設 500 有 宿尻還跡 (発掘)

143 藤井町北下条字下横屋 1476-6 個人住宅建設 282 有 下横屋第2還跡 (発掘 )
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第 2章 平成12年度の発掘調査

1 下馬城遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

遺跡の概要

下馬城遺跡は、釜無川右岸の段丘上の台地に位置 し、標高約360mをはかる。この台地は比較的

平坦で、遺跡はこの台地上にひろく展開すると思われる。台地の西には割羽沢川が流れる。

本遺跡は、個人住宅建設にさきだつ遺跡の有無確認調査で発見された。遺跡発見後、地権者 。

建設業者と韮崎市教育委員会で協議 し、発掘調査を行った。

調査により竪穴住居跡が 2軒、土坑が 5基確認された。竪穴住居跡はいずれも縄文時代のもの

である。

1号住居跡は、直径約4.5mの円形のプランで、深さ約70cmの柱穴が 3本確認された。また住居

内北寄 りには石囲い炉が検出され、住居内南端には埋斐が検出された。炉は巾約90cm、 深さは約

50cmで、隅丸方形のプランである。炉内下層には焼土層が広がっていた。炉石は長さ40cmほ どの

扁平な石が一つ残る。埋甕は曽利式期の深鉢で、底部から胴部下半までが正位で埋設されていた。

この 1号住居跡は曽利式期の住居跡 と思われる。

2号住居跡は、直径約4.7mの円形プランで、調査区内にはその面積の 3分の 2程が確認された。

柱穴は 3本確認され、いずれも60cmほ どの深さがある。柱穴はさらに調査区外にも存在する可能

性がある。住居跡内中央には炉が確認された。炉は巾約65cm、 深さ約30cmで、断面形態はす り鉢

状になっている。長さ約25cmの扁平な炉石が 4つ残る。おそらく同様の炉石 6つが使われていた

形態だ と推定される。覆土下層には焼土層が広がる。住居下層には一面に土器破片が出土 し、完

形の土器が数イ団体と、土偶の顔部が出上した。

土坑は 5基確認された。いずれも遺物は出土せず、時期は不明である。

大草町下Tlk中 割41

個人住宅建設

平成12年 4月 1日

～平成12年 4月 30日

100m2

発掘調査
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下馬城遺跡作業風景

2号住居跡 遺物出土状況

2号住居跡

2号住居跡 遺物出土状況

-6-

2号住居跡 土偶出土状況



2能見城跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

穴山町夏目4059-1・ 4062

個人住宅建設

平成12年 7月 3日

～平成12年 7月 10日

(測量調査 )

100m2

測量調査 。保護協定締結

遺跡の概要

能見城跡は、韮崎市から長野県蔦木にかけてそびえる七里岩台地の上に所在する。七里岩は、八ヶ

岳の山体崩壊にともな う韮崎岩屑流が、東西を流れる塩川 と釜無川に激 しく侵食されて形成され

た台地で、東西の侵食崖は、最大で70mに もおよぶ。この台地上は、岩屑流によつてつくりださ

れた小円頂丘 と凹地が多く見られ、湧水地が点在する。能見城跡は、この うち約80mほ どの高さ

の円頂丘を利用 して築かれた城郭である。枡形虎口は城東側に設けられ、城跡北西部から城北側

をとおり城北西側から西側へのびて防塁が設置されている。

この能見城跡については、古来新府城跡の要害城 として築城されたと認識されている。

『甲斐国志』によれば、江戸時代、能見城は新府城の外郭であったと記されている。 ところが、

能見城防塁の東部分は「堂ヶ坂砦」 とよばれ、天正壬午の戦いにおいて徳川家康が設置 したとも

記されている。いずれにしても、能見城・能見城防塁が天正 9。 10年の 2年間に構築、使用された

遺構であることは確実であり、激動する歴史の動態を探るうえできわめて重要な資料である。

今回、能見城防塁の最南部にあたる部分に隣接して、個人住宅建設がおこなわれることとなった。

そこで開発地 とその周辺の遺構について地権者・建設業者 。韮崎市教育委員会で協議 し、開発に

かかる土地の測量調査を行い、遺跡の保護協定を締結 した。
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3宿尻遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

穴山町字宿尻4411ほか

デイサービスセンター建設

平成12年 7月 1日

～平成12年 8月 31日

500m2

発掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、八ヶ岳の山体崩壊にともな う岩屑流が釜無川 。塩川によつて侵食されてできた七里

岩台地上に位置する。台地には、やはり岩屑流による小円頂丘 と凹地が多く見られ、湧水地も点

在する。遺跡はこうした台地の中央部に位置し、標高約460mをはかる。

1990年度に山梨県埋蔵文化財センターによつて発掘調査され、縄文時代中～後期の竪穴住居跡

6軒、土坑37基、古墳時代前期の竪穴住居跡 3軒、溝 1条が確認されている。

今回の調査地点は1990年度調査地点の東南にあたる。調査により、縄文時代の竪穴式住居跡 1軒、

縄文時代後期 (堀之内 1式期)の竪穴式住居跡 1軒 と土坑 1基、近世の溝、縄文時代中期曽利式

期の小規模な土器捨て場が確認されている。

堀之内1式期の竪穴式住居跡は、直径約4.5mの円形のプランで、その中央を近世の溝に切られて

いる。この住居跡は、周溝が東側でのみ検出されているが、その周溝に沿って板状の縁石が立て

られていた。また縁石の外周には棚状遺結 とそれに伴 う小柱穴が確認された。住居跡中央には石

囲い炉があり、三辺に板状の炉石が残つていた。

また土層観察から、縄文時代中期の土器片が確認される層位は、北東から南西にむかつてきつ

い斜面 となっており、当時ここがかなりの斜面地であつたことがわかる。縄文時代中期曽利式期

の上器捨て場はこの斜面地に広がってお り、集落から谷部にむかつて土器捨て場を形成 していた

当時の集落景観が うかがえる。
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宿尻遺跡作業風景 土坑内遺物出土状況

1号住居跡 縁石検出状況 1号住居跡 縁石

1号住居跡 1号住居跡 棚状遺構・小柱穴
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4飯米場遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

穂坂町宮久保6051-1

市道拡幅

平成12年 10月 30日

～平成12年 12月 20日

235m2

発掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、塩川左岸の穂坂丘陵地に位置 し、標高約597mをはかる。この丘陵地は茅ヶ岳へ とつ

づくもので、その傾斜は概 して緩やかではない。

遺跡は、昭和16年に大山史前学研究所によつて発掘調査が行われており、藤井町坂井遺跡 と共

に韮崎市の発掘調査の端緒 となる重要な遺跡である。かねてから穂坂小学校敷地内では、小学生

によつて縄文式土器が完形でいくつも発見されるなど、多数の遺物出土が相次いでお り、一帯が

広く遺跡に合まれることはすでに確認されていた。今年度の発掘調査では、市道拡幅にともない、

穂坂小学校に隣接する倭文神社の東側235m2を発掘調査することとなった。

今回の調査では、縄文時代の竪穴式住居跡が 3軒、土坑が 3基、埋甕 5基、時期不明の貯蔵穴

1基が確認されている。 1号住居跡は、縄文時代中期井戸尻Ⅲ式～曽利 I式期のものとおもわれる。

2号住居跡は中期曽利Ⅳ式期以前 とおもわれる。 3号住居跡は後期堀之内 1式期のものとおもわ

れる。いずれも調査区の幅が狭いため、住居跡の一部分のみの調査となった。また、 2号住居跡 (曽

利Ⅳ式期以前の住居跡)と 重複 して、曽利V式期の埋甕が並んで二つ確認された。そのうち一つ

の中から、ヒスイ製の垂飾 りが出上 した。これは県内でもきわめて珍 しい出土状況で、埋甕の機

能を考える上で貴重な資料 となるだろう。

今回の調査では、遺構がきわめて濃い密度で集中しており、この遺跡が広 く縄文時代の集落遺

跡として存在していたことをうかがわせる。
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飯米場遺跡近景 遺構検出状況

埋甕 出土状況 埋甕内 ヒスイ垂飾 出土状況

韻な
Ｌ
禁
∞

放課後貯蔵穴内 土器 出土状況

― -11-―



5山影遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

藤井町南下条字山影650-1

1よか 2全各

店舗建設

平成13年 3月 6日

1936,09m2

有無確認調査・保護協定締結

遺跡の概要

本遺跡は塩川右岸の、通称藤井平 とよばれる低地性の平地に位置する。この平地は一見平坦に

みえるが、古来塩川の氾濫原であることから、自然堤防状の微高地が多くみ られる。遺跡はその

微高地の上にあり、標高約367mを はかる。遺跡の東には黒沢川が流れている。

この遺跡は、すでに平成 5年度に別地点が発掘調査されており、時期不明の竪穴が 2基、土坑

が 1基確認されている。土坑は縄文時代中期五領ヶ台式期のもので、長軸約2.lmの楕円形の土坑

内から焼人骨が多量に検出された。分析の結果、焼人骨が実に 7体分まとめて埋められており、

そのうち 1体は幼児の骨であることがわかつた。土坑の壁面は焼けておらず、おそらく別の場所

で焼骨にされ、土坑内に入れられたとおもわれる。

遺跡は平成 5年度調査地点と今回の地点を合め、周辺一帯に広がるものとおもわれる。

今回は、開発予定地がさきに発掘調査が行われた地点に隣接する場所だつたため、遺跡の有無

確認調査をおこなつた。その結果、平成 5年度調査地点の出土遺物と同時期の遺物が採集された。

これをふまえて地権者 。建設業者と韮崎市教育委員会で協議 し、遺跡保護協定を締結した。
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6下横屋第2遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

藤井町北下条字下横屋1476-6

宅地造成にともな う道路建設

平成12年 5月 10日

～平成12年 6月 24日

282m2

発掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 とよばれる低地性の平地に位置する。この藤井平には、たび

重なる氾濫によつてできた自然堤防状の微高地が多く見られ、遺跡はこの微高地上にある。遺跡

のす ぐ東には平成 3年度に調査された下横屋遺跡が存在する。かつてはこの両遺跡の東西に大き

な沢があつたようである。両遺跡の西側の沢をはさんで向かいには北下条遺跡が広がつており、

弥生時代から平安時代に集落が展開していたことがわかる。

今回、この下横屋遺跡に隣接 した地点での開発にともない、本市教育委員会で開発予定地の試

掘調査を行つた。その際に遺跡の存在が確認されたため、教育委員会 と土地所有者・施工業者 と

で協議を行い、下横屋第 2遺跡として韮崎市遺跡調査会が発掘調査を行つた。

今回の調査では、土坑が 1基、掘立柱建物跡が 1基確認された。土坑は弥生時代のものと思われ、

覆土からは弥生時代の土器 と炭化材が検出されている。掘立柱建物跡は奈良・平安時代のものと

思われ、柱は 5本が確実に認識できる。出土した遺物は、弥生時代の石包丁や、壼・甕・甑など

である。
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下横屋第 2遺跡作業風景

掘立柱建物跡 柱穴土層断面 掘立柱建物跡 遠景

掘立柱建物跡

石包丁 出土状況

一-14-一

石包丁



7上横屋第 2遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

備  考

藤井町北下条430-1

店舗建設

平成12年 1月

有無確認調査・保護協定締結

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 とよばれる低地性の平地に位置する。前述のとお り、この藤

井平には自然堤防状の微高地がみ られ、この上横屋第 2遺跡もその微高地上にある。遺跡の北東

には平成11年度に発掘調査された上横屋遺跡、北西には昭和63年度に発掘調査された後田遺跡が

ひろが り、一帯が弥生時代から平安時代にかけて人々の生活地であった様子が うかがえる。この

地での生活を支えたのはやはり藤井平の豊かな地力であろうか。

今回は上横屋遺跡に隣接する当該地において、店舗開発がおこなわれることとなり、開発にさ

きだち韮崎市教育委員会で遺跡の有無確認調査をおこなった。その結果、当該地が上横屋遺跡 と

同様の遺跡であることが判明した。そこで韮崎市教育委員会 と土地所有者 。開発業者とで協議 し、

当該地を上横屋第2遺跡 とし、遺跡保護協定を締結した。
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8蓬 田遺跡

所 在 地  中田町小田川字蓬田647-4

調査原因  個人住宅建設

調査期間  平成13年 3月 30日

調査面積  494m2

備  考  発掘調査・保護協定締結

遺跡の概要

本遺跡は、個人住宅建設にさきだつて行なった遺跡の有無確認調査で確認された。そこで土地

所有者・建設業者・韮崎市教育委員会で協議 し、住宅建設予定地のうち掘削が深部まで及ぶ浄化

槽部分のみ発掘調査をし、残 りの部分に関しては、遺跡保護協定を締結することとした。実際の

発掘調査範囲は2.5m× 1.8mほどである。

調査により、平安時代の竪穴住居跡 2軒が確認された。

かまどは北かまどで、袖石は検出されず、粘土が北半分に弧状に確認された。これは甕等の掛け

口を囲むように、粘上が貼 られた構造を示 していると思われる。また掛け口と思われる部分の直

下には、直径約10cm、 深さ15cmの穴が確認された。おそらくこの穴に支脚を設置したのであろう。

出土 した遺物は、いずれも平安時代の上師器や甕などで、この地が平安時代に生活の場 として

利用されていたことが明らかになった。調査面積に比して出土遺物は多く、住居跡内での生活の

様子が うかがえる。
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蓬田遺跡作業風景

調査区全景 (南から)

調査区基本土層

調査区全景 (北から)

一一一一一一一一一一ｒ盛一Ｆ一ミ

一恭
＝
＝
Ｍ斡

カマ ド検出状況

一-17-一

カマ ド完掘状況



9坂井遺跡

所 在 地  藤井町坂井字村ノ前61牛 1

調査原因  個人住宅建設

調査期間  平成12年 10月 27日

調査面積  900m2

備  考  有無確認調査

遺跡の概要

坂井遺跡は、八ヶ岳の岩犀流により形成された七里岩台地上に位置する。遺跡のある七里岩台

地の南西端部周辺には、畑地や果樹園地帯が広がつている。そのなかにこんもりとした小円頂丘

と湧水地点が所々点在 してお り、坂井遺跡もこうしたいくつかの小円頂丘と湧水地点を合む場所

に立地している。

この遺跡は、地元の志村滝蔵氏によつて発見され、氏の熱意 と多大な尽力によつて昭和16年に

発掘調査が行なわれた。以後も、昭和40年の坂井遺跡報告書の自費出版、坂井考古館設立や竪穴

式住居跡の仮復元、出土遺物の保管 。管理などがおこなわれ、その大きな成果は御子息の志村富

蔵氏にひきつがれ、やはり氏の多大な尽力によつて現在に至るまで守りつづけられている。韮崎市、

ひいては山梨県の考古学研究史の端緒ともなる重要な遺跡は、縄文時代前期・中期の大集落遺跡で、

滝蔵氏により発掘調査された地点を合め、周辺の畑地帯一面に広がつていると思われる。

今回は、この坂井遺跡に隣接する地点で個人住宅建設が行なわれることとなり、これにさきだ

ち遺跡の有無確認調査を行なった。
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10駒井氏館跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

備  考

藤井町駒井字砂宮神3022

個人住宅建設

平成12年 7月 24日

～平成12年 8月 10日

120m2

韮崎市教育委員会

有無確認調査

遺跡の概要

駒井氏は、武田信光の孫である武田四郎信村 (駒井民郡少輔)を祖 とする。巨摩郡藤井保の内

駒井村 (現在の藤井町駒井)にその館があったとされ、『甲斐国志』には「東西一町、南北一町余、

土塁の存せる処あり」とかかれている。

今回、この居館跡の隣接地において個人住宅建設が行なわれることとなり、これにさきだち遺

跡の有無確認調査を行なった。

-19-



第 3章 まとめ

平成12年度に韮崎市内で遺跡の有無確認調査が行なわれた箇所は、143地点であつた。

ここ数年、以前より継続 して行なわれていた県営圃場整備事業が全国的に完了しつつあるなか、

ここ韮崎市でも圃場整備事業にさきだつ大規模な遺跡発掘調査は、平成11年度をもって終了して

いる。これをうけて本年度の開発については、その目的はいずれもTEl人住宅建設や店舗建設など

となつている。小規模な開発が、多くの場所で行なわれているとい う傾向がある。

有無確認調査の実施地を地域別に見てみると、韮崎市の市街地 と釜無川右岸で多い傾向が挙げ

られる。これは韮崎市の市街地では店舗開発が、釜無川右岸では大草町・神山町・龍岡町におい

て個人住宅建設が多くなつているためであると考えられる。こうした傾向にともない、釜無川右

岸で新たに確認された遺跡の発掘調査も実施され、市内各地の多様な歴史景観が少 しづつ明らか

になつてきている。今後もさらに開発は増加 していくものと思われるが、近 く韮崎市教育委員会

から報告される市内遺跡分布調査報告 とあわせて、今年度実施された遺跡の有無確認調査および

発掘調査が、今後の埋蔵文化財保護に重要な役割を果たすと思われる。

古くは縄文時代より、常に中部地域の要所でありつづけた韮崎は、現在もまた多くの開発が行

なわれ、新たな歴史を作りつづけている。現在のわれわれには、いにしえの記憶をなくすことなく、

未来まで歴史を綴 り続けていくことが課題 となろう。本報告をはじめとする市内の遺跡発掘調査

報告の刊行が、その一助となれば幸いである。
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